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1．はじめに

 明代萬暦年間（1573～1620）には、一般に〈海門〉と称される辞書が多種

刊行された。この数多くのく海千〉は細部では創意工夫の跡も認められるが、

幹を成す主要部分は一瞥した限りでは大同小異のようである。ほぼ同様の内

容を有する辞書が短期間に版を変えて次々に上梓されたという事実は、この

く海狸〉に対する需要の高さを物語るものであろう。小稿ではく海潮〉研究

を進める手懸りとして、今日に伝えられる多種〈海篇〉を概観してみたい。

2．1．〈海篇〉とは

 基本的には『五音篇海』と『五音集韻』が合刻された『五音半韻』を根幹

とし、書名にく内篇〉と冠されている辞書の総称である。言う迄もなく『五

音篇海』は金・韓道昭、韓孝彦、王與秘が五音に依って部首を分類し、更に
                            くの
部首下において画引き検字法を初めて採用して編纂した〈字書〉であり、

『五音集韻』は韓道昭が各韻目内を更に五音三十六字母に依って分類配列し

た最初の〈韻書〉である。この二書が合刻された『五音篇韻』は、〈字書〉

〈韻書〉双方の機能を兼ね備えた辞書であると言えよう。更に、この『五音

篇韻』に文字学・音韻学修得上必須とされる啓蒙的な多種知識を加えて刊行

されたものがく海篇〉である。

3．2．現存するく海篇〉類

 く海篇〉に関してこれ迄まとまった形で論ぜられたものとしては、幅田嚢

之介『中國字書史の研究』第三節「明代の字書 一、海篇類の研究」 （以下
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       くの                                         くの

輻田1960と略称）、船津富彦「明代の俗字書一明版海篇類管見一」 （以下船

津1964と略称）があるが、この二者を除いては殆どとり上げられていない。

 〈海篇〉研究にあたってはあらゆる角度からの考察が必要とされるであろ

うが、それには先ずいか程の〈海篇〉が伝えられているかを知らねばならな

い。筆者は内閣文庫所蔵本を中心に調査を行ったが、実際に確認できなかっ

たものについては、各種蔵書目録及び船津1964を以って補った。以下に示す

のが現在に伝えられているく海篇〉を、その書名に依って分類し、ほぼ刊行
           くの
年代順に並べたものである（書名、巻数、撰者、刊年、蔵処の順，尚蔵処右

肩は＊は船津1964に依った事を示す）。

1 ① 経史海芋直音 五 未詳 明初 中央圖書館

 ② 複経史海図直音 四 未詳 萬暦三年（1575）中央副書館・北京大

   學圖書館
 ③ 誓経史海門直音 五 未詳 明 内閣文庫・上野図書館＊・中央圖

   書館
 ④ 覆経史海篇直音 十 未詳 明 丁年閣・中央圖書館

2 ① 畿海里心鏡 二十 瀟良有 明暦十年目1582）神宮文庫

 ② 馨転覆製遠海篇四鏡 二十 瀟巨富著・雄鷹奎訂 萬暦十二年

    （1584）序刊 美國國會圖書館

 ③ 裟籍葎製遠海篇四鏡 二十 薫良三冠・余磨汁訂 萬暦二十二年

    （1594）蓬左文庫

 ④ 二刀覆二丁海篇心鏡 二十 蒲良有 萬暦 奪経閣

 ⑤ 霧籠引々姦海篇心耳 二十 朱子藩 萬暦三十年（1602）中央圖書

   館＊

 ⑥ 平平葎癸援海子心鏡 二十首一 特等當校 萬暦二十四年（1596）

   内閣文庫・上野図書館＊・早稲田大学図書館＊・旧北京人文科学研究

   所＊
 ⑦ 豊舗葎平茸海篇心界 零本 薫良有 萬暦 奪経塔

 ⑧ 霧洋盤聴路海篇心鏡 十七 陳警守訂 明 内閣文庫

 ⑨ 霧籠葎馨姦海篇心鏡 二十 瀟良有 萬暦四十一年（1613）米澤圖

   書館
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  裂毒古海篇集韻大全 三十一 郷徳薄福塩・夏双仁補遺 萬暦

  十三年（1585）早稲田大学図書館＊

①薯寒熱評毒嘉海曹正宗二十余象細面・李廷豊野官暦二十六年

  （1598）好誼國會圖書館

② 叢叢陰野劇毒海篇正宗 二十 歯偏斗 萬暦 奪無論

  薯築五音類聚四聲切韻直音海篇大全 十四首一 韓孝彦校 萬暦

  三十年（1602）序刊 内閣文庫・i蓬左文庫

  蟹熱雲大成二＋曾六初校離三＋二年（16・4）内
  閣文庫

  巽白垂姦義四明民生 十三首一 呉亮脩輯 萬暦三十七年（1609）

  内閣文庫

  塞書影三主聾聖海篇玉上 二十 武毛子補訂・論衡勘正 萬暦 内

  閣文庫（5）

①響整奮i河海三儀鵠二十唐文献校萬暦上野文庫＊

②酪農蚕海恕棲鵠十五凌年高訂明内閣文庫
  講評喜糧先験論統置 二十首一 未詳 天啓元年（1621）序刊

  美國國會血書館

①書嘉本石齋海篇三＋八黄湖…読序刊内閣文庫

②主裁本石親芋篇四十黄道周〔崇頑〕十四年（1641）蓬左文

  庫

③群玉海篇三十八目一黄道周等・陳仁錫一校崇禎宮内磨書陵
  部

  海篇犀紹 十五 黄道周訂正 明 上野図書館＊

① 埜磐羅雪泥出面先海篇星団 十九 葉向歯撰・朱鼎臣編 明 内閣文

  庫

② 龍頭海篇星鏡 十九 葉引高・郷啓元帳 明 宮内聴書陵部

  自書讐太海話語編全書 十九 陳仁錫纂訂 明 内閣文庫

① 讐書誌毒竈考海蝕朝宗 十二 陳仁錫閲・課元春訂明 内閣文庫・

  早稲田大学図書館＊

②海篇朝宗十二九戸旧著・課元春鮎並耐宮文庫
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 以上が現存するく海鼠〉の一覧であるが、主に日本、特に内閣文庫にその

多くが伝えられている。この内閣文庫所蔵く海篇〉を中心として以下に順を

追い、それぞれの梗概を述べる。

3．1．〈纒論士篇直音〉

 ①・②・③・④は等しく中央血書館に収められている。『馬立中央圖書館

善本書目初稿』（8）巻一 纒部 小學類 字書之屡にはそれぞれ次の様に記

されている。

  ①経史海篇直音五巻五朋不著撰幽明初刊藍色印本盛年文悼手祓

  ②新山指向海篇直音存四巻八朋不著商人明萬暦三年司禮監チ1」本

  ③無慮経史心惑直音五巻五面出著撰人指列黒話本

  ④重校纒史海篇直音十巻十朋不著撰人明チ1」本

②は又、北京大助圖書館にも収あられている。『中國善本書提要』（9）経部

 小着類 2字書には、

  新畑経史海篇直音五巻 山雨 明萬暦間刻本

   不詳撰人姓氏。面前有：“虚血三年四月十七日南面温品雨曇刊”字面、

   則原書慮纂白干萬暦三年以前。…

とあり、「五朋」本であること、「重刊」であることが先の中央圖書館本の

記載と異なるが、同年の同じく司直監本（経廠本）である事から同一刊本と

した。

 他の〈海篇〉類の多くが立面年間に出版されているのに対し、①は明初と

いう極めて早い時期に出版されている。その内容はうかがい知れないが、

〈回議〉と冠される辞書の心血となるものであろう。又、「新校」或は「重

校」とも示されていない所から、原本「纒史海篇直音」と思われる。

 ①を「新山」したものが②・③であり、更に「重継」したものが④という

ことになろうが、これ等「纏史海東直音」間で如何なる校正が行なわれたか

は、筆者はそれぞれを目にし得なかったたあ、不明である。ここでは内閣文

庫にも収められている③について述べる。

 本書は序・刊記等がなく、撰者も記されていない。各巻の構成は以下の通

りである。

  巻一 金部第一～ 部第七十九／巻二 東部第一～支部第七十七／巻三

  皮部第一～△部第八十／巻四 司部第一～石部第九十一／巻五 香部第
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  一～日部第一百十七

二部から日部まで計444部首が試論唇歯喉五音の順に並べられ、各部首内で

は所属字が筆画順に配されている。又、所々⑭・㊥等画数を明示してある。

二部第一の最初の部分を示す。

  金武第一義一千三十一字

   三豊今夏 針蔑蕎 銭訓読覆附……

筆頭字「金」が二二（見母）字であり、以下「金」を部首に持つ字が続く。

無論二番目以降はその大部分が見母所属字ではない。この様に『五音篇海』

と同じく、五音に依って部首を分類し、各部首所属字を画数順に配列した型

を以下A型とする。

 本書はく韻書〉に相当する部分がない。書名に「海篇」と冠してはいるも

のの、この点は他のく海篇〉と大きく異なり、又、後述のようにく海篇〉の

多くが上下二層本であるのに、本書は一層本であり、例外的な存在である。

3．2．〈海二心鏡〉

 総じて〈海温心急〉と称されるものを、更にく海山心鏡〉に冠されている

呼称に依って分類すると、①「龍頭」、②・③・④・⑤「翰林筆創字義韻律

贅頭」、⑥・⑦・⑧「翰林重孜字義韻律大板」、⑨「翰林詳校字義韻そ轍頭」

の四種に大別される。しかしこれ等の呼称は必ずしも固定したものではなく、

流動的呼称で、同一書の中でも様々な呼称が用いられている。例えば⑧は、

「二二明鏡」・「翰林重孜字義韻律大二三篇」・「翰林字義韻律大板二二」・

「翰林重孜字義京本大板三三」・「京本大板海回心鏡」・「三板海篇明鏡」

という様に先に挙げた呼称と合わせて、実に7種類が用いられている。この

傾向は⑧にとどまらず、他のく海区心心〉更にく海篇〉類全体についても見

られる。よってその細かな呼称から〈正篇心鏡〉、更にはく海篇〉を分類す

るのはそれ程意味のある事とは考えられない。又、①・②・③・④・⑤・⑨

呼称中の「開頭」・「贅頭」とは魁本、即ち上下二層に分かたれた二層本の

事であり、「話頭」・「冠頭」と冠されていない⑥も又二層本である。

 次に撰者であるが、①・②・③・④・⑦・⑨瀟良有、②・③余鷹奎（訂）、

⑤朱子藩、⑥二七當（校）、⑧陳五昌（訂）の5人がそれぞれの編纂に携わっ

た事になる。中でも薫良有は6種く海篇丁丁〉に撰者としてその名があがっ

ているのは注目に価する。これだけ多数の瀟良有〈海篇心鏡〉が刊行された
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という事実は、瀟三面〈海篇手鏡〉に対する当時の高い需要があった事を裏

付けるものであろう。5人の中、余幽幽・朱子藩については史料が伝わらな

いたあ、如何なる人物であったか不明である（10）。

 瀟三二は『明史』に伝はないが、『明人上記資料索引』（11）には次の様な

記載がある。

  薫良有、生年は三山二十九年（1550）、卒年は萬暦三十年（1602）。字

  は以古、號は漢沖、湖廣漢陽府漢陽縣の人。萬暦八年（1580）第一甲進

  士。翰林院修撰を拝命し、のち國子監祭酒。史局に十五年在り、三公四

  輔の信望あつく、凡そ国家の大計に関して諮問されない事はなかったが、

  給忌中の葉縫美の弾劾にあって失脚、著には玉堂遺稿がある。（12）

 劉孔當も『明史』に伝は載せられていないが、『安富縣志』（13）に依ると、

生益年は不明であるが、

  劉孔當、號は喜聞、江西臨画府安幅縣杜下の人。萬暦壬辰二十年（1592）

  の第二甲進士。官は翰林院庶吉士、のち翰林院編修。（14）

 次に陳五昌については更に史料が少なく、『明清進士題名碑録索引』㈲に

依ると、

  幅藩侯官縣の人、萬暦三十二年（1604）の第三甲進士。

となる。瀟良有・劉孔當・画面昌は共に科挙に合格はしているが、余鷹奎・

朱子藩も含めて『明史』に伝が載せられていない所から、少くとも当代第一

級の官吏或は文人として評価されていなかった模様である。

 〈海忠心鏡〉とは如何なるく海面〉であるのか。⑥・⑧の内閣文庫所蔵本

を中心に述べる。

 ⑥は上下二層に分かたれ、それぞれ二十巻首一巻計二十一巻で構成されて

いる。各巻の構成は以下の通りである。

   〈上 層〉

首～四巻 十字繹義（16）諸

家纂式 夷字音繹（17）分毫

字義（18）…／五巻 書纒難

字周囲上下経難字／六

巻 詩心難字／七・八巻

 禮記難字／九巻 春秋

難字 小學難字／十～十

        〈下 層〉

首・一巻蒼頷始部文字字有六書（19）字有五

音㈲…／二～二十巻天文門：天部第一～光

部第十一 時令門：歳部第一～一部第五／地理

門：京部第一～口部第二十二 人物門：舜部第

一～鬼部室二十四 聲忌門：音部第一～丹部第

十一 器用門：凸部第一～面部第四十 主点門

：身部第一～F部第二十八 花木門：竹部第一
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三巻 韻律李聲：一束～

二十二盤／十四・十五巻

 韻律上聞：一董～二十

二談／十六～十八巻 韻

律去聲：一門～二十二鎌

／十九・二十巻韻律入

聲：一二～十葉

～三部第二十五 宮室門： 部第一～宇部第八

飲食門：歯部第一～璽部第七 鳥獣門：鳥部第

一～歯泊謗O十七 干支門：干部第一～亥部第

二十二 卦名門：三部第一～ト部第三 文史門

 文部第一～冊部第三 称寳門：金部第一～珪

部第四 人事門：才部第一～二部第七十 衣服

門：願下第一～凸部第十 数目門：一部第一～

計部第十三 通用門：高部第一～二部第一二十

 先ず、上下層に亘って文字学及び音韻学修得上必須とされる初学的啓蒙的

な知識を載せ、次いで上層には書・易・詩・禮・春秋の五経難字と小學難字、

そして韻律李・上・去・入門の計76韻から成る〈韻書〉を、下層には天文門

～通用門の計19門456部首から成る〈字書〉を配している。例として韻律卒

聲一束及び天文門の最初の部分を示す。

  韻律卒聲 一二 共三百五十六字

   東葛餐謙譲頸緊 凍礁ザー・・
  天文門 天界第一 筆写＋五字

   天華奮・上 莞i獲……
〈韻書〉部分は従来の韻書の注釈と比べて特に異なる所はない。しかしく字

書〉部分は〈経史海門直音〉（3．1．②）の各部首を五音の別で分類する

A型とは異なる。即ち、全部首をそれぞれの持つ訓詰機能に従って天文門・

地理門等に分類（21）し、更に各部首内は画数順に所属字を配列するという方

法を採っている。この分類型を以下B型とする。

 ⑧もその構成は⑥とほぼ同じであるが、⑥が全二十一巻であるのに対し、

⑧は十七巻の上層は韻律三三十二哺、下層は人事門宇部第四十九で終ってお

り、明らかに十八巻以下を欠いた映本である。（za）以上が内閣文庫所蔵〈正

篇心鏡〉の概要である。

 ②は『中國善本書提案』三部 小野類2字書に

  海下心鏡二十巻 十二朋 美國三唱圖書館 明野三間刻本

   原題：“翰林院編修漢沖薫良響町、上野濾東電鷹三訂、東汝三門王廷

   極、繍四丁泉唐廷一校梓。”書題作：“翰林筆創字義韻律開頭海篇心

   鏡。”……
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 自序〔萬暦十二年（一五八四）〕

とあり、更に、本書は翰林院編修の官にあった薫良有の名に託して、余鷹奎

が『篇海類編』に依って編纂したものであろうとしている㈲。これが事実

であれば他の薫良有撰く海篇心鏡〉、特に同じく瀟良有撰・余鷹奎訂〉の③

は実質撰者が余話奎である可能性が大となるが、この点の解明は将来の課題

としたい。

③は『名古屋市蓬左文庫漢籍分類目録』纒十八學類に次のように記され

ている。

  翰林筆癖字義韻律贅頭海疑心鏡二十巻 六冊 明・瀟良有撰余鷹奎訂萬暦

  二十三年唐氏世徳堂チ1」本 有御本印記 駿河御譲本

⑨は『米澤善本の研究と解題』㈲漢籍之部 面部に以下の解題がある。

  翰林出校字義韻律贅六海感心鏡二十巻 晶出明心良有編萬暦四＋一年藍島

  槙李湖チlj本

   …その髄例は、各葉を上下二段に分かち、上段には同韻異字を一行に

   二字ずつ排列して音と簡軍な意味とを小字二行に注し、下段は事項別

   に天文、地理等の門に大別したうえで、その中に数部の臨分を作り、

   一行に概ね六字ずつ、部首を除いた字書敷によって分類してそれぞれ

   小字二行の注を上段と二丁にっける。巻首に二二因の詳校海二心鏡序、

   巻一の末に金陵の二二縷李湖（小泉）の識語がある。…

上段く韻書〉の面目数及び下段〈字書〉の総部首数は不明であるが、「事項

別に天文、地理等の門に大別」とある所から、部首分類はB型である。

3．3． 『9K，．．・ilJltlJ］s'，：，．古海篇集韻大全』

船津1964に依れば本書は、

  31巻6冊、「翰林院の面心薄㈲彙集」「武夷の逸士夏双仁補遺」、万

 暦13年積善堂刊、文字の分類は「天文・地理といったように分ける」所

 から、部首分類はB型、
とある。

3．4． 『毒喜難野蓬直話篇正宗』

①は『美山國二士書館藏・中國善本書目』（26）小學類 2字書に、

 二三正宗二十巻 十朋
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   明萬暦間余野牛峯堂刻本

   原題：「三台館山一匹止余子厚層：、國子監祭酒九一隅廷開校、書林隻

   早年文台余氏刊」。書題作：「三台館仰電子考古詳訂平韻予予正宗」、……

   巻一載琉球國夷字音繹、則成書在劉孔當後也。巻末有：「萬暦戊戌春

   月余文台照年」臣下、……

とあり、本書は余丁奎撰・李廷三校⑳、又巻一にく海篇心鏡〉（⑥・堅剛

鹿野）の「夷字音繹」を転載している所から〈海野心鏡〉後の成書となる。

 ②は船津1964に

  海篇朝宗 20巻8冊（明）余象斗万暦48年尊経閣・中央図書館（28）……

  干与類の中、朝宗系に、当時の琉球の人々から聞いたという日本語が

  「夷字音釈」と題されて、いろは48文字に、それに近い中国発音の文字

  をあてている。……

  （圏点は遠藤）

とあるが、先ず「早早朝宗」は「海篇正宗」の誤植であろうが、「万暦48年」

は不可解である。 『奪帯側文庫漢籍分類目録』には「明萬暦版」と記すのみ

で刊年には触れていない。①と同じく「夷字音繹」を載せる。

3．5．『流築五音類聚四聲切韻直音海篇大全』

 内閣文庫と蓬左文庫にそれぞれ収められているが、内閣文庫所蔵本は映本

である（29）ため、小稿では蓬左文庫所蔵本を使用した。

 書名は上記の他に、四韻全書・四聲音切篇韻全書・重校古本五音類聚四聲

音韻直音海篇大全が使用されているが、各巻首及び巻末では一貫して「重校

古本五音類聚四三切韻直音海篇大全」と記されている所から、これを正式名

称とするのが妥当であろう。

 撰者は、巻興野に「濾陽松水昌黎郡韓孝彦重校」と示されているが、無論

これは『五音篇海』段階での「重校」であり、本書を「重壁」したのではな

い。では如何なる人物の手に依ったのであろうか。本書には萬暦壬寅（1602）

記年の王稗登序が掲げられている。この王程登序については已に幅田1960に

以下の如く述べられている。

  「蓋五音碧海」より「途三十六字母取切大挙也」に至るの文は、筆者が

  目賭した萬暦己丑本（1589）五音黒海の正徳十五年（明の武宗、1520）

  の縢香の序のままが載せられている。次に、
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   鼓重加面懸出校、彙葦上下三編、及詠史法門諸書、難字一一捜羅纂入、

   而部分晶晶亡遺留、誠還天地之元山、島回世之聾磧、大禅干世敏、其

   功：幽幽鮮哉、喀ご是書一出、昭ζ乎若掲日月然、天下一聲、四海共韻、

   千官

   高皇帝同文之盛典、其大行干今日歎、時千畑壬寅孟夏三月吉旦、太原

   百穀、王盗電撰、序畢

  となっている。右の王程登の序文に見るように、五音篇海と五音集韻に

  弄するものは、五音言忌の正徳十五年（1520）縢香の序をそのままそっ

  くり轄載してあって、右の五音鳥海と五音集韻の影響が大であることを

  痛感せしめた。…

即ち、序文から察する限りでは『五音篇海』及び『五音集韻』部分を除外し

た「丁重加点面訴校、彙葦上下二編、及纒史法門諸書、難字一一捜羅纂入、

而部分素面幽幽焉」部分が本書に新たに加えられたものであり、この増補部

分の撰者が王稗登ということになる。

 王山登については『明史』に伝がある㈹。

  王徳登、字は旧穀（31）、蘇州府長洲縣の人（32）。幼時より詩を善くし、呉

  中四才士の一と称された同郷の文徴明没後は、三十年余に亘って詞翰の

  席を檀にした。又、萬暦中には国史編纂に徴されたが、完成しないうち

  に史局は廃された。七十余話で卒。著書に呉郡丹青史一巻、王訳出詩集

  十二巻がある㈹。

詩文に於てその名を馳せた文人の一人であった模様である。

 では王台登は如何なる「重加詳校」を行ったのか。この問題に入る前に、

全体の構成を概観すると、本書も又二層本であり、上層に「正韻李・上・去・

入聲」と称して全76韻から成る〈韻書〉を、下層に

  牙直言漢二宮：面部第一～曲部第五十九、一

  牙出盛疑二品：琴部第一～ 部第二十、

  舌頭音端透定泥亀母：東部第一～El部第二十九、

  舌上音知徹澄嬢四母：欠部第一～需部第二十三、

  重唇音鴛湧二母：影部第一～支部第二十五、

  重唇音並明二母：皮部第一～木部第三十四、

  輕唇音非敷面微四母：夫部第一～声部第二十三、

  歯頭音精清從三母：三部第一～△三二二十三、
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  歯骨音心明野母：司部第一～小部第二十六、

  正歯音照壁床三門：舟部第一～食部第三十一、

  正歯音審暉二母：四部第一～石部第三十四、

  淺喉音曉厘丁丁母：香部第一～一部第五十四、

  深喉音喩母：雲部第一～日二二二十八、

  牛徴牛無音來日二母：龍部第一～日部第三十五

の444部首から成るく字書〉を配し、これが『五音集韻』・『五音篇海』か

ら受け継いだ部分である。加えて、上層には四書五纒小學難字音繹、上下層

に亘って二二始製文字・纂三八髄式・字有六書・二二字義等26項目を配して

いる。（鋤

 上層く韻書〉の76韻は〈海二心鏡〉（3．2．⑥）と同一であるが、本書

は小韻代表字に直音注の他に反切注も併記されている。

  例：東蕩多於道面裂曼蕩薄陽氣

 下層く字書〉はく経史海篇直音〉（3．1．②）と同じくA型分類444部

首で構成されている。更に、本書は各部首字に語頭子音の五音（35）三十六字

母の別を明記してあるが、三十六字母各々に属する部首の配列はく経史海篇

直音〉と全く等しい。注記もほぼ同一であるが、本書では各部首代表字及び

いくつかの所属字に直音注とは別に反切注もっけられている。

  例：金葛忌詞三音針裏蕎……

 以上がその概略であるが、序に「厳重加刷七二校、……」と言っているの

は、先行の〈海篇心門〉（3．2．⑥）と比べて、五経小學難字の他に四書

難字音繹が加えられ、音注に反切注が併記されるようになった点がその主た

るものである。

3．6． 『羅鍵薯盟覆 海篇大成』

 本書は「墓閣海篇」・「野墓学海篇」・「鼎刻墓閣海篇大成」・「新刻墓

閣海門大成」とも称される。

 各巻首には「古二心蘂 曾六徳二三／書林龍田 劉大易繍梓」、 「刻墓閣

海篇題僻」には「翰林庶吉士建浦曹六徳題」⑯と記されているが、曾六徳に

関しては『明史』に記載がない。

 刊記に「皇明萬暦三戸冬月吉旦／書林喬山堂劉龍田繍刻」と記されている
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所から、萬暦甲辰三十二年（1604）が刊年である。

 本書は上層に76韻から成るく韻書〉を、下層には19門454部首から成る

B型分類く字書〉を主に配し、更に上層には四書五経小學難字を、上下層

に亘って字面五音・字有心聲・三十六字母切字法・音字便覧等を配してい

る。

 一葉ウラには書痴劉氏喬山堂による興味深い識語がある。それは、

  当時〈海篇〉を著わす者はすでに数十家にのぼっていたが、その内容は

  ただ句を簡潔にして捷径に努めるだけで、これを使う者は眩惑するのみ

  であった。そこで曾六徳は後学のために校讐に努め、腕の良い爪調に精

  刻させ、世に出した。これがく海篇大成〉である、㈹

と言う。当時已に〈海篇〉と称する書が数十存在していた事、又それ等く海

篇〉はその内容が簡化傾向にあった事がうかがい知れる。㈹

3．7． 『奨蕃毒姦義 四明海温』

 「四明海篇」。隈五車字義二二事婁頁四明海門」とも称される。

 巻十三末に「龍飛萬暦二酉春王正月君王日 三二堂」と記されている所か

ら、点滴己酉三十七年（1609）が刊年である。

 巻一首に「中書呉亮脩輯／書林怪初校梓」と記される。呉亮は『明史』㈹・

『明人傳記資料索引』に次の記載がある。

  呉亮、字は釆干、常州府直進縣の人。萬暦二十九年（1601）の第三甲進

  士。官は御史、のち事に坐して降官、大理寺少卿に終る。著には毘陵人

  品紀・遊園編・名画編・萬暦幽幽がある。

 本書は他のく海篇〉類とは次の点で異なる。急冷は「四明海篇凡例」中に、

  旧刻の四書五纒小學難字は〈海面〉本来の姿ではないので外し／その代

  りに韻學事忌で以って心え／この韻學事顯を見れば文字学・音韻学双方

  の知識が得られるようにした。尚、韻忌事願が上聲六語で終っているの

  は、その数に限りがあるたあである。⑩

と記している。事実、本書に四書五纒小藩難字は載せられず、上層は

  油壷聲：一束～十五剛

  下ZF聲：一先～十五威

  上聲：一董～六語

の〈韻書〉を、下層は六書大義・三十六字母切韻法・分毫字義等を首巻に、
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一～¥三巻に369部首から成るく字書〉を配している。

 上層〈韻書〉部分は先行く海雲〉に比して、注解が格段に詳細となってい

る。

  例・総譜簾右雛膿螺重器欝懸船翻欝

     離醸天東灘灘……
この膨大な注解が呉亮の言う所の韻旧事顕であろう。このように詳細な注解

を施した事に因り、下層〈字書〉部分とその記載量に於て均衡がとれなくな

り、その結果上層は上聲六語で終り、七蟹以下の上聲及び去聲・入聲全韻を

欠くという甚だ不備なく韻書〉となったと思われる。平田去入全躯が揃って

はじめて韻書としての機能が発揮されるのであり、呉亮が「韻丘上聲翁島六

語而止者、隠亡常敷限止血、識者無謂不億」と弁解しても、韻書として最優

先される条件が欠落しているのであるから、やはり「不脩」なものと言わざ

るを得ない。

 下層〈字書〉は大幅に部首を減少し、369部で構成されている。その分類

法は五音に依って分けるA型ではなく、又、天文門・地理門等その訓話機能

に依って部首を分けるB型とも異なる。例えば一巻は上部第一からtr］部第三

十三迄、以下の部首が配されている。

  上・下・左・右・天・日・月・月・肉・風・几・雲・雨・火・灸・斬

  元・R・光・歳・夕・ン・更・明・正・比・此・紫・凡・尤・九・充・

  滞

部首を筆画順に配列したのでもなく、同義・反義の部首を集めたと思われる

箇所もあるが首尾一貫していない。如何なる基準でこの配列となったのか不

明であり、字を検索するのに甚だ不便なく字書〉と言えよう。上下層を通し

て、不可解なく海篇〉である。

3．8．r繍麗罐海篇玉鑑』
 「洪武元国劇篇玉鑑」・「耳癖玉藻」・「霊鑑海篇」とも称される。

 各巻首には「京南齋郡飯台鼎 武篇子補訂／翰林院温温維山 王衡勘正／

閲建邑書林沖宇 熊野冶チ1」行」と記されるが、補訂を行った武緯子について

は『明史』等に伝がなく不明である。二二を行った王衡については『明史』

王錫爵（衡の父）伝下に次の記載がある。（41）

  王衡、字は辰玉、蘇州府太倉州の人。二三二十九年（1601）第一甲進士。
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  官は翰林院編修。

 本書の構成は上層に、

  五経・小學・通鑑難字 韻律李・上・去・入聲（全77韻）（42）

下層には、

  四書難字 天文類・時令屡説全18類（43）452部首から成るB型分類〈字

  書〉

を配し、上下層に亘って分毫字義・六書字式・字有五三等を載せる。

 下にく字書〉〈韻書〉の最初の部分を示す。

  天文類 天部第一

   天量感撰勃東餐覆鷺i寄㌍故養i購馨i砦窪希且彊行不◎禿番妾……

  韻律李聲 一束

   東讃鵡撫門門縮轟夏・一・
「東」字下の注は他のく海篇〉類と比して特徴有るものとは認められないが、

「天」字下の注は格段詳細となっている。概して各部代表字下の注が他の所

属字下のそれより詳細な注がっけられている。又、「天」字下の注は後述

く石山海篇〉該当注と全く一致し、この傾向はく字書〉部分全体で見られる。

3．9．r感応海山棲謝
 「海上棲鵠」・「鼎鍵木天考正海篇六宮」・「鼎鍵海篇面面」とも称され

る。

 ①は唐文献校讐4）②は各巻首に「武予後學九苞凌香鳳輯／書林君明甫三日

湖梓」と記される。

 ②の構成は、上層に

  四書・五纒・通鑑・小血涙：字 出府上李・下李・上・去・入聲（全106

  韻）

下層には、

  天文門から人事門迄全19門442部首から成るB型分類く字書〉

を配し、首巻には上下層に亘って三十六字母切韻法・定聲方位・異施字義等

を配している。
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3．10．螺鱗先海篇罐』
 本書は『美國國會圖書館藏・中國善本書目』小學類に次の解題が載せられ

ている。

  海篇統匪二十巻首一巻 十二朋 美國國會圖書館 明天啓間刻本

   不著古人姓氏。書題作“〈精刻海若湯先生校訂音数海篇統匪〉”、……

   此本有丘兆麟謹呈：“坊嚢中爲く海篇直音〉、爲く海運心鏡〉、若士

   湯先生、導く直音〉、〈心鏡〉之大成、始之以皇、虞笈隷、縫之以四

   書及六纒之疑難者、各爲音繹、而以偏傍裏曲終焉。……”丘氏無謬、

   此本殆出質量、而託之海若。〈篇海類編〉二十巻、題宋演撰、屠隆訂、

   而引有孔孔當説。是書巻首附載く夷語音繹〉、正有孔當識語、稻：“予

   因昔年遊子、得毒忌即納款通事、以下告予、故里皇子書、冥助観覧。”

   大抵く篇海類編〉本異く洪武正韻〉、故託諸宋濠；〈直音〉、〈心鏡〉、

   〈統匪〉、並辛く類編〉出、出自丘兆麟、劉孔當一流人働手。是書依

   韻分部、已恥く中編〉目次。然註語稽詳、緩く心鏡〉、〈正宗〉等爲

   猶愈也。……

    丘兆麟序〔天啓元年（1621）〕

即ち、天啓元年（1621）序刊、撰者名は記されないが、書名の「海若湯先生

校訂」及び丘子日が序題に「湯士若先生がく海国直音㈲〉・〈正篇心鏡〉

を集大成したものが本書であり……」とあるのは、湯筆墨（46）の名に託した

ものであり、更に〈海篇直音〉・〈眼識心鏡〉・〈海篇統匠〉はく平海類

編〉を藍本とし、その実質的撰者は丘兆麟と劉孔當である、と言う。又、劉

孔當について、 「夷語音繹」の鼻孔當識語「閾に遊んだ時、琉球納款通事と

出会い、その時に得た知識を記したものである」を引いているのが興味深い。

先に述べた〈海軍心鏡〉（3．2．⑥）の「夷字音繹」もやはり劉避難撰と

いうことになろう。
              そな 構成については、蛮書・隷書を虞え、四書六纒難字多慾を載せ、偏傍で類

を分け（〈字書〉）、韻で部を分け（〈韻書〉）、韓語はく海難軽賎〉・＜海

篇正宗〉と比べてもやや詳細である、と記すのみで、〈字書〉の部首分類は

何型であるのか、又〈韻書〉の韻目数等は明らかではない。

3．11．r整嘉本石齋海篇』

①・②共に
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  第一集：新刻洪武元韻勘正切字海気群言二十巻

  第二集：新湯校正増切回藏直音三巻㈲

  第三集：笈林騨孜十五巻

が合刻されたものである。第一集から第三集迄他のく三惑〉類と同じく様々

な呼称が使われている。㈹尚〈石齋海篇〉の「石心」とは後述黄道周の號で

ある。

 ③は『宮内聴書陵部・和漢圖書分類目録』（49）語学二七二僻書に、

  群玉海篇 三集三八出目一巻 明 黄道一等 陳仁二等校 七三頑版

と記されるが、書名にく石面海篇〉を冠してはいないものの、これは上記第

一集「新刻洪武元韻勘正切字海篇i感温」中から「群玉海篇」のみを抜き出し

て書名に当てたと考えられること、①・②同様「三集」であること、撰・校

者に黄道周・陳仁錫が挙げられていること等から、〈石齋海篇〉であると見

倣した。

 本書（①）には四四序が附せられている。第一集首にそれぞれ「己卯」「辛

巳」と記された鄭大学の二序、第二集首に「崇禎歳次庚辰」と記された黄道

周序、第三立面に「崇頑壬午」と記された面面序がそれである。よって第二

集は崇命乞辰十三年（1640）、第三集は縞染壬午十五年（1642）がそれぞれ

の高直年となる。ここで問題となるのは第一集鄭大山序の「己卯」と「面一」

である。第二・三集と同じく崇禎であれば「己卯」は崇頑十二年（1639）、

「辛巳」は崇頑十四年（1641）となるが、輻田1960は、

  明の萬暦己卯七年（1579）の序のある「石工海法」……（5。）

と述べている。「晶晶」については触れられていないが、この二序が附せら

れている第一集の閲者陳仁錫の生年が萬暦七年頃である事から、鄭大判序年

「己卯」が陳仁錫生年と同じ萬暦七年であるとは到底考えられない。「己卯」

は点心己卯十二年（1639）、「辛巳」も同じく崇七山巳十四年（1641）であ

り、（51）これを第一二三三年とするのが妥当であろう。

 撰者については第一集が陳雲雨・閲、第二集が余一高・較閲、第三集が鄭

大郁・輯と記されるのみで、実質「撰者」は示されていない。この三者の中、

伝が今に伝えられているのは第一集閲者陳二二一人である。『明史』には以

下の伝が載せられている。（52）

  陳回虫、字は島島、蘇州府長洲縣の人。萬暦二十五年（1597）十九歳で

  郷試に挙げられ、天啓：二年（1622）第一甲進士。官は翰林院編修。のち
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  天啓帝の寵をほしいままにした宙官・魏忠賢の二二文を撰するを肯ぜず、

  ために罷免される。崇高元年（1628）旧官に復し、右二二・國子二業・

  二二徳・南京國子祭酒等を歴任し、この間にはく神・光二朝曇録〉編修

  に参画したが病を得て卒す。㈲論は文荘。著書は義経易二二八巻・周禮

  句解六巻・二二小學詳解八巻・六纏二二三十六巻・四書語録一百巻・四

  書信義十巻・四書備考八十巻・皇明世二二九十二巻・壬午書二巻・漕政

  考二巻・潜確居類書一百二十巻・三二三編類纂二百五十五巻・無骨園集

  四十巻・古文奇賞二十二巻・績二十四巻・三績二十六巻・四温五十三巻・

  明文奇論四十巻。（M）

国史を掌る翰林院編修の官にあった所から、『晶晶世法録』・『壬午書』等

の史書を著わしたのは当然とも言えるが、経史子集全般に亘って実に多数の

著作を遺している。中でも『血忌居類書』・『経濟八三類纂』という類書を

著わしている事は注目に価する。多種知識が盛り込まれたく四二〉は又、類

書～百科事典としての一面も併わせ持つ。何れが先行する著作であるかは明

らかではないが、〈石齋海篇〉と類書の撰述では、互いに益する所記であっ

たと思われる。

 ここでもう一人、第三集序文の撰者黄道周について触れねばならない。

『明史』に伝が載せられている。（55）

  黄道周、字は幼ZF、（56）號は石齋、潭州府潭浦縣の人。天啓二年（1622）

  第二甲進士。官は翰林院編修、のち右中允・少魯事・禮部尚書・武英殿

  大學士等を歴任。崇湯江、抗清のため義兵を率いて江西婆源に至り清兵

  と戦い敗れ、順治丙戌（1646）六十二歳で刑死。文章の誉は天下に高く、

  厳冷方言で流俗に流されず、ために公卿に回忌された。天文暦数皇極の

  書に精通し、易象正・三品洞磯・太山纒等を著わした。（57）號は、幅急所

  治の銅山島の石室に坐臥していた事に因る。

〈石心海篇〉に限らず、〈海篇〉撰者の伝には著書にく海篇〉類を挙げてい

ないが、本書書名に黄道周の號・石齋が冠せられている所から、序文にとど

まらず、少なからずく石齋海篇〉編纂に係わったのではないだろうか。

 黄道周は第一集の二者二丁錫と接触があったと思われる点がある。先ず共

に天啓二年の進士であり、翰林院編修の官に就いた事、次に二人共ほぼ時を

同じくして右二二の官をつとめた（ss）事である。二人の伝には相互交渉があっ

たとは記されていないが、〈石門海篇〉に迄はっながらないにしても、何ら
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かの接点はあったと考えられる。

 本書は他の多くのく海篇〉とは異なり、一層本である。又、先に示したよ

うに全油垢から成る。その構成は、

  第一集：雨走字義 天文類・時令類語全19類454部首から成る〈字書〉

      四書五経難字

  第二集：三十六字母によって分類された208部首から成るく字書〉

  第三集：五言・七言纂訣歌 纂法字形 毛詩刻石笈 詩韻上李・下李・

      上・去・入聲築 百家姓纂 百家駿姓象

となっている。第一集にはB型分類〈字書〉、第二集にはA型分類く字書〉、

第三集には106韻から成る〈韻書〉を主に配している。尚、第三集は「笈林

騨考」と冠されている所からも解されれように、親字は全て蒙書で示してあ

るのが特徴である。以下に第一集B型く字書〉、第二集A型〈字書〉、第三

集〈韻書〉の最初の部分を示す。

  第一集 天文時 天部

   天稗菓繍鷲幣串1灘嚇二二◎矯妾……
  第二集 見掛第一

   金蜘第護重轟雛者其韻・属四方土生也……

  第三集

     離留藻碧響必至魏甑一三蟄讐日

  凍嘉記叢講灘＝羅朧㌍」麺
     行○坦腹 躰

  崇騨塘肇蘇……
 先ず第一集であるが、鄭大郁（己卯）序は、

  ここに重ねて剛補を加え、直証を彙葦し、天文地理人事の別を分かちて

  面目を一新し（59）……

と言うが、この天文・地理・人事等に分類する方法は無論〈石齋海篇〉に初

まった事ではなく、〈露玉〉（韻府畢玉㈹）を彙輯抜葦したという点につ

いても、〈下府翠玉〉ではこの様な分類は行われていない。（61）むしろ第三集

でく韻士撃玉〉は大いに活用されている。先に述べたように、第一集「天」

'字下の注はく海篇玉鑑〉該当注と全く一致する所から、第一集〈字書〉は間

に他の〈海面〉が介在している可能性もあるが、〈海篇玉鑑〉の流れを汲む

ものと考えられる。
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 次に、第三集はく韻府撃玉〉の影響を大きく受けている。〈開府翠玉〉も

初梓以来数次に亘って増補が行われ、多種〈韻嘗胆玉〉が刊行された。その

申の一にく説文写字〉の説解を採り入れた磯姿開府箪玉』がある。第三集

はこの『鞭韻興野』の該当字下の注解を殆ど手を加えずに引いてい

る。（62）先の鄭大野序の「君門国玉」は第三集に適合する。

 以上をまとあると、〈右齋海篇〉はAB二分類に依る二種〈字書〉及び

『鞭側側玉』を藍本としたく韻書〉を配したく海篇〉ということになる。

3． 12．  『海篇犀lk召』（63）

3．13『埜罫羅壽葺窃藷先海篇四鏡』

 本書（①）は「訂繹龍頭海門四鏡」・「新鍍閣老台山葉先生訂繹龍頭切韻

海篇星鏡」とも称される。㈹

 各巻首には「閣老台山 葉向高撰／進士春宇 二子元校／古臨沖懐 朱鼎

臣輯／書林二野 楊春二二」とある。郷党元・朱王臣に関しては不明である

が、撰者葉向高については『明史』に伝がある。（65）

  葉向台、字は進卿、幅州府編清縣の人。萬暦十一年（1583）第二甲進士。

  官は翰林院庶吉士。のち禮部尚書兼東閣大平士に抜擢されるが、時の政

  について具申する毎に斥けられ、ために辞職。再び召されて首輔となり、

  円滑魏忠賢の檀横に抗するが已にその時ではないことを覚り、位を退く。

  六十九歳で卒す。誰は文忠。著書は論扉野草三十巻・文集二十巻・門門

  巻。

 葉向高とく石齋海篇〉第一集の閲者陳仁錫には共通点がある。その一は、

共に魏忠賢の専横に職を賭して抗した事である。しかし魏忠賢に関して取沙

汰されるのは蕪宗天啓年間（1621～1627）であり、果して何時葉向高、陳仁

錫が別箇に、或は同時に魏忠賢に抗したのか、その際二人の問に接点は有っ

たか、仔細に史料を検討する必要がある。

 次に、陳仁錫はく神・光二特長録〉編纂に参画したと概に述べたが、『明

史』平文志 正史類のく光宗實録八巻〉下に次の注が附せられている。

  天啓三年、葉向高等修成、有烹宗御製序。既而窪手華等改修、未町上、

  同舎宗崩。至崇禎元年、始進呈向高原本、＃貯皇史歳。

〈光宗實録〉は葉向町を首として編纂された史書であり、陳仁錫は共編者の
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一人ということになる。この史書編纂を通して二人の間にはかなり大きな接

点があったと考えられる。

 本書の構成は上層に、

  初學入門筆法・三十六字母切韻法・異施字義等 新増四書難字 補記五

  纒小塚難字

及び、洪武正韻品定韻律李・上・去・入聲計76韻から成るく韻書〉を配し、

下層には全巻に亘って天文門・時令門等18門（66）444部首から成るB型分類

く字書〉を配している。

3．i4 kfieetsi太一品羅書』

 「海温全書」又「三編海篇全書」とも称される。

 〈石二心篇〉第一集信者である陳仁錫の纂訂による。

 本書の構成は上層に、

  四書五言通鑑小誌難字 分毫字義 韻律李・上・去・入聲（全75韻）

下層に、

  字有四二 四三指品等 天文門・時令門等全19門457部首から成るB型

  分類〈字書〉

を配している。本書は表紙ウラに

  ……温海二者不一家、総丁令人易曉 、遡来依奮相沿亥家三三、又何勝

  言、陳心心悉力刷正、沿古而不遇於古、前払悉心改訂、上則増補諸家所

  未備者……忠賢堂梓

と記されている。陳品品は旧刻に沿いながら亥家等の誤膠を改め、上層では

諸家の不備を補い、下層では専ら考訂にっとめた、と解されるが、先行く海

篇〉類と比べてみるに、目立った改訂は認あられない。詳細な誤刻の改訂に

止まったと思われる。

3．15〈海篇朝宗〉

 ①は各巻首に「長州陳仁錫明卿縞織／弘治諌元春三夏高高」、②は「陳緩

儒著 陳仁三校㈹」と記される。陳仁錫については概に述べたが、＜丁丁

海篇〉・〈二二彙書全書〉そしてこの〈海篇朝宗〉閲者として名が挙げられ、

〈二二〉との係わりは非常に深い。課元春については『明史』に伝があ

る。㈹

一50一



〈海篇〉諸本考

  課元春、字は長長、湖廣寛陵の人。詩を善くし、同郷の鍾幌と共にその

  詩体は寛陵髄と称された。著は十三堂集十巻。

②の陳縫儒は船津1964では「目録の芋継二等とあるも誤記」とし、②も①と

同様「陳白白編 潭元春校」としている。（69）

 ①各巻の構成は以下の通りである。

  巻十一：蒼頷始十文字 字有六書 切字要法 五様奇字類子等

  巻之二～十：天文門・時令門等19門456部から成るB型分類く字書〉

  巻之十一：四書五経小學難字 分毫字義

  巻之十二：韻律李・上・去・入聲（76韻）

多くのく海士〉類は二層本であるが、本書は上下二層に分けず一層本である。

3． 16

ここに示すのは以上述べてきた15種32本く海篇〉の一覧表である・

○左端Nαは小稿第三節の番号で書名に代えたものである。例：1一①は

  『纒史海篇直音』を指す。

○小稿で未確認の事柄は空欄のままとした。

No． 巻 数 撰  者 刑  年 韻目数
部首分類法
F部首数

二層本○／一層本×

1一① 五 未詳 明初

② 四 未詳 萬暦3（1575）

③ 五 未詳 明 A：444 ×

④ 十 未詳 明

2一① 二十 薫良有 萬暦10（1582） ○

② 二十 瀟良有（著）・皇尊奎（訂）
萬暦12（1584）

?ｧ
○

③ 二十 丁丁有（撰）・三鷹奎（訂） 萬暦22（1594） ○

④ 二十 薫良有 萬暦 ○

⑤ 二十 朱子藩 萬暦30（1602） ○

⑥ 二十首一 三三當（校） 萬暦24（1596） 76 B：456 ○

⑦ 零本 蒲良有 萬暦

⑧ 十七 陳五三（訂） 明 （76） B：不明 ○
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No． 巻 数 撰  者 刊  年 韻目数
部首分類法
G部首数

二層目○／一層本×、

⑨ 二十 蒲良有 萬暦41（1613） B：不明 ○

3 三十一 舞徳搏（彙集）・夏双仁（補遺） 萬暦13（1585） B：不明

4一① 二十 亭亭斗（纂）・李高機（校） 亭亭26（1598）

② 二十 余単二 萬暦

5 十四首一 韓孝彦（校）
萬暦30（1602）

?Y
76 A：444 ○

6 二十 曾六徳（輝輝） 明暦32（1604） 76 B：454 ○

7 十三首一 呉亮（脩輯） 萬暦37（1609） 非A
�a：369

○

8 二十 二二子（補訂）・二二（二二） 二二 77 B：452 ○

9一① 二十 唐文献（校）' 二二 ○

② 十五 凌宵鳳（訂） 明 106 B：442 ○

10 二十首一 未詳
天白元年
i1621）序刊

11一① 三十八
黄道周・興野錫（閲）・
]白熈（較閲）・鄭大弓
i輯）

崇萌12（1639）
?`1」

106 A：208
a：454

×

② 四十 黄道周
崇禎14（1641）
?`1！

③ 三十八目一 黄道二等・亭亭高等（校） 二二

12 十五 黄道周（訂正） 明

13一① 十九．
葉向高（撰）・郷啓元（校）・

體C臣（輯）
明 76 B：444 ○

② 十九 男向高・郷啓元（校） 明 ○

14 十九 臨急錫（纂訂） 明 75 B：457 ○

'15一① 十二 二二錫（閲）・諦元春（訂） 明 76 B：456 ×

② 十二 二二儒（著）・課元春（校） 明

〈海篇〉の流れと一して、

 一、15種32本の中、8種17本の多数が萬暦年間に刊行

 一、8種16本が二層本であり、明らかに一層本と認められるのは3種3本

   にすぎない
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 一、同種く海篇〉にとどまらず、複数〈海篇〉編纂に係わった撰者・閲者

   がある

 一、〈韻書〉部分は76韻、〈字書〉部分は部首をその訓詰機能に依って分

   けるB型分類が主流であり、（70）この点では『五音篇海』を継承して

   いない、

が挙げられる。

4．おわりに

 数々の問題が残されてはいるが、〈海篇〉諸本の一応の梗概は示せたと考

える。これを踏まえて、切線以降では徐々にそれぞれのく海篇〉細部に亘る

検討を進めたい。

注

（1）幅田嚢之介『中國字書史の研究』明治書院、昭和五十四年二月、380頁。

   金の泰和八年（1208）に韓道昭が謂ゆる「五音篇海」十五巻を世に公にした。

    これが壷引き検字法を使用した現存する最古の字書である。

   尚、従前は明・梅膚詐の『字彙』が画引き検字法を最初に採用した字書である

   とする説が有力であった。

（2）上記注（1）を参照。もと昭和三十五年（1960）岡山大學法文學部品術紀要第

   十二號。

（3）『中国語学』第144号、1964年。

（4）小稿では書名に〈海篇〉と冠されているものに限定し、同様内容を有する『韻

   海全書』、 『篇海』等は除外した。

（5）帳には「最密文院藏本」と記される。

（6）本書は第一～三集で構成され、それぞれ閲・校・虚者がたてられている。後述

   3、11を参照。

（7）「己卯」については後述3、11を参照。

（8）屈萬里全集⑯、聯纒出版事業公司、中華民國七十四年二月。

（9）王重一粒、上海古籍出版社、1983年8月。
                          む   くひ     む（10）余鷹桂なる人物については『明史』巻二百六十に、朱之蕃なる人物については

   『明人傳記資料索引』〔注（11）を参照〕に記載があるが、余磨墨＝余丁桂、
    む   くコ        む  む

   朱子藩二朱之蕃であると俄には断定できない。

（11）試漕中央圖書館編、中華民國五十三年十二月。

（12）二二有（1550-1602）二三古、號二二、漢陽人。二二三山、以示巾童名。萬二八

   年會試第一、進修撰、領國子祭酒、在史局十五年、負公界之望。自閣部卿寺町
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  皇室省、凡慮國家大計、靡不忌詞。給事中葉縫美劾良有侵六部権、途．再三乞餓、

  卒直五十三、有玉堂遺稿。

（13）清・強硬官等撰、康煕十八年序刊。

（14）巻之三 人物志 名賢慮：二面當、號虚聞、乖t下人、壬辰會魁、鼻高吉士、陞

  編修…

（15）上海古籍出版社、1980年2月。

（16）〈海流霜露〉の一名「経史血症正音切韻指南」10字の一字毎に音・義の解釈を

  示したもの。

（17）いろは48宇に中国語の近似音をあてたもの。例：い以宇、ろes￥

（18）天文門・地理門等に分類し、混じ易い字について注意を促したもの。

  例：早旱 嬉澄直近鑑HUHJJ'……

  又、別に示衣類ゲ随書類等に分類した分毫字義もある。

（19）漢字分類の方法を説いたもの。一象形、二主意、皇恩聲、四指事、五假借、六

  雨注。

（20）語頭子音をその調音部位によって五つに大別したもの。一宮善舌居中  二商

  審口開張  三角奢三論却  四徴沓舌控歯 五羽沓撮口聚。

（21）天文門では次の11部首が配されている。天・日・月・風・雲・雨・火・乾・元・

  氣・光。

（22）上下北砂十七巻当該葉は途中で切断され、「畢」と墨書されている。

（23）此書目爲余財奎く篇虫類編〉纂輯、而託之玉堂中人物者。

（24）内田智雄、昭和三十三年八月、臨川書店。．

（25）『明史』巻二百八十三、儒林言及び『明人畑谷資料索引』：字は幽光、號は四

  山、江西吉安府安幅縣の人。萬暦十一年（1583）第二甲進士。『易會』、 『春

  暗主解』、『血忌宗繹』、『郷太史全集』等の著書がある。

（26）王乳民輯録・蓑同禮重校、面立六十一年六月、文海出版肚。

（27）李廷機は『明史』巻二百十七に伝がある。

    江山機、字爾張、奢前人。貢入太學、順天郷士第一。萬暦十一年（1583）、

    北面復第一、以進士第二授編修。累遷祭酒…。

  又、本書の他にく海篇〉系辞書『韻海全書』を著わしている。

（28）『國立中細思書二心本書目録』に本書は不載。

（29）和鳴～虚血。

（30）巻二百八十八 列傳第一百七十六、文苑四。

（31）本書巻之首・『蘇州府志』・『明人傳記資料索引』は「百穀」に作る。

（32）本書巻自首は「太原」、『蘇州弱志』は「武進」、『明人傳記資料索引』は「呉

  郡」に作る。

（33）著書は『明史』藝文志に依った。

（34）〈海篇心鏡〉〔⑥〕は全19項目。本書は上層巻末に品定世事通考繹義 文・武
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  官服色歌 増補請召乱訴 退禮物活套等を掲げ、この部分は類書的色彩が強い。

（35）既に示した如く実際には牙舌唇歯喉の五音を細分し、牙・舌頭・舌上・重三・

  輕唇・歯頭・正歯・淺喉・門門牛商の十音としている。

（36）「翰林庶吉士」とあるが曾六徳が科挙に合格したという記録はない

   （『明清進士題名碑録索引』、1980年2月、上海古籍出版社）。

（37）海篇之刻、無慮数十家、然非名楚正、惟努句簡捷樫、使覧者高目惑心、甚切歯

  之、曾先生爲後門三二深也、廼於木天二型、爲勤校讐之功、復樺選良工楷書精

  刻、二布於宇内……。

（38）識語を見る限りでは曾六徳は簡潔であった句を詳細にしたと解せるが、先行す

  るく海篇〉と比べて、本書の注記が特に詳しくなったとは思われない。

（39）巻二百十九、呉中行（亮の父）傳。

（40）一、醤刻書頭各録小島四書五纒温血難字、甚爲煩擾、不知惣不出於海篇外也、

    何必多費百番力、故易之以韻學事顕

  一、韻學事額偉益不淺、博士不可不菊〔〉、三二下書頭、呂便査考、庶一開巻而

'   字學韻學爾得之、

  一、本刻目下層爲率而巻尾、書頭韻言上聲載至六語而止者、七三三三限之也、

    識者無灯不脩

    （全18条）

（41）巻二百十八。尚、科挙合格年は『明清進士題名碑録索引』に依った。

（42）〈海面古鏡〉 〔⑥〕・〈海篇大成〉等の76韻に吼韻（上聲）が加えられてい

  る。

（43）他のB型分類は殆どが19類（門）であるが本書では「文史類」がたてられてい

  ない。

（44）『明史』巻二百十六 唐文匹田：字は元徴、松江府丁丁縣の人。萬暦十四年

   （1586）第一甲進士。官は翰林院編修、のち禮疎影侍郎となり翰林院の事：を

  掌る。著者は占星堂集十六巻。尚、丁香鳳は『明史』等に伝三門。

（45）〈経史海篇直音〉を指すと思われる。

（46）『明史』巻二百三十に伝がある。尚、二二麟は『明史』に伝はないが『明人傳

  記資料索引』に次のように記されている。

   丘兆麟（1572-1629）字毛伯、號太丘、臨川人。萬暦肘八年進士、擢御史、

   崇二二爲河南巡撫、政事畢飾、尤二心聞事、卒年五十八。二二蝕園、永喧亭、

   玉書庭二二。

（47）②の第二集は『名古屋市蓬生文庫漢籍分類目録』に「新刻洪武元韻勘正大藏直

  音三巻巻首二巻」とある。

（48）新刻洪武元韻士正経書切字海篇二二・新刻玄武二二増補切字海篇群玉（以上第

  一二）、新刻洪武元二二正大藏直音（第二集）等。

（49）昭和二十六年三月。
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（50）402頁。又、当直は「……清吏司主事北海扇折撰」であると示されている。①・

  ②共に「張｛斤撰」とは記されていない。又、「清吏」とあるのも不可解である。

  明代ではなく清代の序ではないだろうか。氏は少なくとも①・②とは別の「石

  如意篇」を使用された様である。

（51）『名古屋白酒左文庫漢籍分類目録』は第一集序年を「世紀」ではなく「辛巳」

  を採り、〔崇頑〕十四年としている。

（52）巻二百八十八、文苑四。

（53）「年十九、墾二六二十五年郷試」から生年は萬暦七年（1579）、 「献納改元、

  召復故山…越三年、高家起南京國子祭酒、甫二面、旧劇卒。」から卒年は崇頑

  四年（1631）頃と考えられる。『明人旧記資料索引』は「崇頑七年卒」として

  いる。

（54）著書は『明史』感文志に依った。

（55）巻一百四十三。長文の伝である。

（56）『潭州府志』は「幼辛（玄）」に作る。

（57）『明史』藝文志には他に、洪範明義四巻・暴論明義四巻・面面集傳二巻・表記

  集傳二巻・維義歯傳二巻・考信心傳二巻・椿油問業十八巻・石車集十二巻・績

  離騒二巻が挙げられている。

（58）面素錫は「幽幽改元、召復故官、施進右中允」黄道周は「崇頑二年起故官、進

  ：右中允」（圏点は遠藤）。

（59）「…i舷重加島補、彙葦華玉、分天文地理人事別新一、仰観者了然、試天地之元

  聲、開萬世漏壷蹟、大有禅干世教者……」。尚、幅田1960は『豊島五音類聚四

  聲切韻直音海面大全』王稗登序は上の序を転載したものであるとされているが、

  序品年から考えれば、逆に鄭大話序が王稗登序を転載したことになる。

（60）元の陰時夫・中夫兄弟の撰。

（61）〈官府塁玉〉では「該載事目」として以下の事柄を挙げているが、一箇所にま

  とめて配してはいない。天文・地理・時令。歳名・人物・人事・氏族・人名・

  身髄・官職・性行・壽典・百穀・飲食・服飾・宮室・器用・舟車・文學・経籍・

  技術・禽獣・鱗介・昆轟。面木・花果・珍寳・燈火・顔色・数目。
（62）『籔韻府峯玉』該当注を下に示す（圏点箇所がく石齋出直〉と異なる）。

  血紅切［麺］崇動也、杁日在木中、漢志＝方陽氣動○爽漂鄭氏日、在下日杳、

  一日春方也、記、大明生於＿、礼、器、詩、我來自＿、東山、駕言狙＿、車攻、

『 孟、決諸＿方則＿流、荘、順流而＿行○坦腹＿床、詳床．

（63）船津1964には「15巻5冊（明）黄道周訂正明刊 上野図書館」と記されるだけ

  である。

（64）②は『宮内磨書陵部・和漢圖書分類目録』語手二七二僻書に、

   龍頭海篇土地一九巻（有落丁） 明 面向高 郷献詠校・明版

  と記される。「龍頭」とある所から二層本である。
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（65）巻二百四十。

（66）数目門が立てられていない。   ，

（67）『帥宮文庫圖書目録』二支那語僻書 い分類僻書に依る。

（68）巻二百八十八 文苑四。

（69）陳縫儒は『明史』巻二百九十八に伝がある。

（70）B型は音韻学の知織がなくても検索できるという利点があり、A型に比してよ

  り軽便であったためであろうか。
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